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トウキョ ウダ ルマガ エル  P h e l o p h l a x  p o ro s u s  p o ro s u s  （以下 ，本種 ）は 平野 部
水田地帯 を主 に生息 場とす る 絶滅 危惧 種である ．生 態工学 的な保 全の考 え方 で
は，生活 史や 生息場 の解明 を行っ た後 ，生態系 評価 として 生息分 布の規 定要 因
の解明と その 予測な どを実 施する こと で，生態 系と 共存で きるシ ステム の構 築
が可能と なる ． 本種 の生態 には未 だ不 明な点が 多 く ，特に 越冬期 の生態 はほ ぼ
未解明で ある ．さ らに本 種の生 息分布 を 規定する 要因 も明ら かとな ってい な い ．
そこで本 研究 の目的 として ，最初 に 本 種の越冬 期 の 生態を 解明す ること を目 指
した．次 に， 明らか にした 越冬期 の生 態の知見 を要 因とし て加え ， 本種 の 生 息
分布の要 因を 解明す ること を目指 した ．  
第 1 章で は課 題を明 らかに するた め ，既 往研究か ら 本 種の生 活史を まとめ た．
その中で ，第 一に本 種の 越 冬期に 関す る 知見が ほと んどな いこと を示 し た． そ
こで，越 冬期 を土中 にもぐ ってい く潜 行期，土 中に 留まる 滞留期 ，土中 から 出
てくる這 い出 し期に 分け， それぞ れの 生態を解 明す ること を述べ た． 第 二に 本
種の生息 分布 の特性 を調査 した既 往研 究を概観 し た ．その 中で， その分 布を 規
定する要 因が 未解明 である こと を 示し た ．その 原因 として 先に示 した， 生活 史
に関する 知見 の大き な欠落 を挙げ た．  
第 2 章 では本 種の 越 冬の潜 行期に 関す る生態の 解明 を行っ た．土 中越冬 し ，
地表から 視認 の困難 な本種 の探索 方法 として P I T タ グによ る探知 方法 を 用い た．
調査する 水田 団地は 水田や 畑地が 混在 する K 地 区と 区画整 備済の 水田が 均質 的
に存在す る T 地 区を対 象と した ．2 0 1 6，2 0 1 7 年の冬 期に P I T タグ を事前 に挿入
し放逐し た個 体を ， ポータ ブルア ンテ ナ を用い て探 索した ．結果 として ，ど の
年でも K 地 区では 発見個 体 の 7 ~ 9 割以 上が 畑地で 越冬し ていた ．一方 T 地 区 で
はほとん ど全 ての個 体が水 田田面 で越 冬してい た ． 次に屋 外実験 におい て本 種
が選好す る越 冬場の 観察実 験を行 った ． 2×2 m の実 験圃場 を 四分 割し， 畑地 近
似区と水 田近 似区を 作成し た ． 2 0 1 7 年 11 月より 供試体 8 個体を 放逐し た ．結
果として ，約 7 0 %の個体が 畑地 近似区 を 選択し て 越 冬した ．以上 より， 本種 は
畑地環境 を越 冬場と して選 択 する 傾向 がある こ とを 示した ．  
第 3 章 では， 越冬期 のうち 滞留期 から 這い出し 期に 着目し た ．最 初に越 冬個
体の越冬 深に ついて 実測し た．方 法と しては， 掘り 起こし て竹尺 で地表 面か ら
の深さを 計測 した． そのうち 1 2 個体 は定期的 に掘 り起こ して這 い出し 期ま で
の越冬深 を計 測した．結果 として，越冬 深は 1 5～ 1 9 . 9 c m が 最も多 く，さ らに水
田で越冬 した 個体の うち 約 7 1 %が耕盤 中 にまで 到達 してい た ．定期 的に 掘り 起
こした 1 2 個体全て が這い 出し前 には 地表付近 まで 上昇し ，そこ で数日 間待 機
している 事が 判明し た．水田で は地表 付 近に待機 して いたと 思われ る数個 体が ，
耕耘など に巻 き込ま れて死 亡して いる 事 例が観 察さ れた． そこで 越冬場 ごと の
斃死率を 算定 した． 方法と して， P I T タグ挿入 済み の 越冬 個体を ，越冬 期 中 探
知し続け た． 這い出 した個 体は越 冬成 功 ，死亡 を確 認した 個体を 斃死 と 定義 し
た．結果 とし て 斃死 率は水 田で 約 3 3 %，畑地で 約 7 %と差が 見られ た ．  
続いて這 い出 し期で は 本種 の這い 出し 条件を解 明し た． K 地区の 畑地を 対象
に，本種 が這 い出し てくる 際に形 成さ れる這い 出し 穴 を特 定した ．特定 した 穴
と近似の 穴 の 個数を 数えた ．調査 は， 2 0 1 7， 2 0 1 8 年の 4， 5 月 に行っ た． 2 0 1 8
年では同 時に 地温お よび土 壌 含水 率を 深さごと で自 記観測 した ． 結果と して ，
這い出し は 4 月中旬 から 5 月中旬 にか けて行わ れた ． G L M 解析 の結果 ，深さ
1 0 c m の土 壌含 水率 が 這い出 しに有 意な 要因とし て抽 出され た ．本 地区に おいて
5 月上旬は田 植 時期 である ．した がっ て ，本種 の這 い出し 時期と 水田に 対す る
攪乱は時 期的 に重な る確率 が高く ，越 冬場とし ての 水田は 畑地よ りも危 険で あ
ることが 示唆 された ．以上 より越 冬場 としての 畑地 の重要 性が示 された ．  
第 4 章 では流 域規模 におけ る 本種 の生 息分布を 調査 した． 対象は 田川流 域と
した． 2 0 1 8 年 6 月に本 種の鳴 声調査 を 実施した ． 2 0 1 8 年 5 月にドロ ーン を 用
いて一筆 単位 で 圃場 の利用 形態 な どを 確認した ．解 析は 決 定木を 用いた ．結 果
として， 最初 に本種 の生息 量を規 定す る要因と して 地形が 抽出さ れた． 続い て
湿潤地形 のう ち水田 面積 が 3 h a 以上 か つ ，畑地 面積 が 0 . 2 h a 以上存 在する 地 点
で生息量 が 最 も多か った． 従来ど おり 湿性環境 や 繁 殖場 の 大きさ の重要 性を 示
した．加 えて 本研究 におい て新し く越 冬場とし ての 畑地の 重要性 が ，マ クロ ス
ケールに おい ても 示 された ．  
第 5 章 では本 研究の 成果を 述べた ． 成 果として 本種 の 越冬 期の生 態的知 見を
得られた ．そ の生態 的知見 を広域 の土 地利用 と の関 連で解 析する と， モ ザイ ク
状の土地 利用 の重要 性を示 すこと がで きた ．続 く議 論では ，その 成果を 用い て
土地利用 の変 化に対 する生 息分布 を予 測した ． 本研 究で得 られた 成果を 保全 に
役立てる 一例 を示し た．  
